
  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

                                        

 
 

あなたは ２２ ５５   万万  ３３   ００   ００   １１  番目の読者です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見極めポイント 
21 

年度 
22 
年度 

具体例 

根本的な予算
削減に向けた
対策が取られ
たか？ 

  
事業仕分け 

（1,000 万円以上削減） 
  

ヤリクリ大作戦 
（1億 7,000万円以上の節約） 

  
大規模事業検証会議 
で事業の「選択と集中」 

財政上の危機 
意識をもって 
予算編成を 
しているか？ 

  補助金の見直し 
 

（国の「子ども手当」による増額

等を除くと）昨年よりも 
絞った予算を編成 

必要な施策へ 
予算のウェイ
トを置いて   
いるか？ 

  
子ども医療費無料化
の拡大（2011 年1 月から） 

  
家庭保育室の保育料

助成 
  

75 歳以上への 
人間ドック助成 等 

前号までに 

お届けした 

枚数です。 

 
議員活動も４年目突入！ 

今年は４年間の任期の 

総決算の１年です！ 

和光市長選挙から間もなく１年― 

 

 ３月定例会では、松本武洋市長のもとで初めて編成された新年度予算を含む 全ての

議案が可決・成立しました。 
 
 私は皆様によく「市長が変わって和光は良くなった？」と尋ねられます。その質問に 

私は「はい。確実に変わり始めました！」と答えています。 

 ３月定例会で、私は初日に会派 新しい風を代表して“施政方針に対する代表質問”、

最終日には“予算に対する賛成討論”を行い、全ての審議に正面から挑みました。 
  
「討論」というのは「なぜその議案に賛成（もしくは反対）したか」を議場で述べることで

すが、私は今回の討論に「市民の皆さまにも聞いてほしい」という想いを込めています！

（紙面の都合上全ては載せられませんが）、新年度予算のポイントを整理しています。ご一読ください。 

 

予算・議案が可決したことによって、新年度に新たに始まるものには、  
 子ども医療費助成の年齢拡大（通院…小学校卒業まで。入院…中学校卒業まで） 

※但し、システム導入準備などに時間を要するため、2011年 1月 1日から助成開始となります。 

 新倉・下新倉地区への小学校建設に向けた「学校建設基金」の制定 

※市役所庁内に、学校建設事業検討委員会（仮称）を設置し、用地交渉等に向けて具体的に動き出す。 
 
その他「地域密着型サービス拠点の整備【高齢者福祉】」や 

「後期高齢者医療 被保険者への人間ドック補助【早期発見・ 

早期治療】」などの施策がスタートします！ 

 

 

私が掲げる予算の見極めの３つ

のポイントは次の通りです。（右図） 

昨年度はこの視点で見た時、不十

分な予算編成でしたが、新年度予算

はその要素を満たす内容と判断し、

予算案に賛成します。（次ページへ続く） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治体名 評価 助成年齢 

朝霞市 ★★ 通院小 6・入院中３ 

新座市 ★★ 通院小３・入院中３ 

志木市 ★★ 通院小 6・入院中３ 

改正前） 

和光市 
★ 通院・入院小学入学前 

改正後） 

和光市 
☆☆ 

通院小 6・入院中３

に拡大します。 

和光市は埼玉県の「地域子育て応援タウン」にも認定されています。

しかし、例えば岐阜市では、周辺自治体が「子ども医療費の助成拡大」

などの子育て支援を打ち出す中、子育て世代が他市へ次々と移っていく

という状況が発生しています。私は将来の持続可能なまちづくりを考え

る上でも、必要な施策と考えます。 

（賛成討論の続き） 
  
そして「子ども医療費助成

の拡大」は、今住んでいる市

民へのサービス向上と共に、

将来を見越した自治体経営の

視点でも必要な施策と考えま

す。（右図参照） 

 

また、大和中学校 体育館の

耐震工事（＝「建て替え」を実施）

については、 

①これまでの経緯 （右下図） 

②厳しい財政状況 

③新倉・下新倉地区へは小

学校を優先して新設を目指

すという方針決定 

以上３点を踏まえ、慎重な判

断・検討を重ね、出された結

論だと理解します。今後は、

生徒の安心・安全のため、事

業を推進してほしい。 
  

以上を賛成討論とします。 
 

最後に。私たち議会も、この

予算が適切に執行されるかを

しっかりとチェックしてまい

ります。 

和光市では、平成 23 年度～平成 32 年度までの 10 年間のまちづくりの指針となる、

【第四次和光市総合振興計画】の策定に取り組んでおり、この素案に対する 

パブリック・コメント（＝市民から意見を募集すること）を実施しています。 
 

※資料は、市役所ホームページのほか、政策課(市役所 3 階)、行政資料コーナー(市役所 1階)、 

図書館、各公民館、各出張所でご覧いただくことができます。 
 
提出期間は、平成 22年 4月 25 日（日）～5月 24 日（月）です。 
 

 和光市の未来を作り上げるのは、市長・市役所・議会だけではありません！ 

市民の皆様の意見こそが、これからのより良い 10 年を作ると私は考えます。 

①市役所は「学社共用」という方法で、平日昼間でも体育の授業のない時は

市民が使える体育館として建て替える計画を立てる。 

                 ↓ 

②議会で「学社共用は慎重に判断すべき」と修正案が提出される。 

                 ↓ 

③その後、生徒・保護者の声を聞くと「学社共用でなく教育優先で」との意

見が多数を占める。またスポーツ関連団体の多くからも同様の意見が出る。 

※このように、市役所の計画が市民のニーズとずれていた経緯がある。 

                 ↓ 

④平成 21 年度の１年間で「建て替え・耐震補強のそれぞれ場合の費用や、

建て替えについても複数の工法を実施できるか、調査を実施。 

                 ↓ 

⑤調査結果を踏まえ、教育委員会では建て替えを推進。大規模事業検証会議

では市内全中学校への早急な耐震化の促進を願う声が多く、コストを抑えら

れる耐震補強を推進。その後、政策会議で建て替えの方針を決定。 

※2011 年 1 月 

から実施 



 

  

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図で見る「井上わたる の一般質問」 ～３年間の成果・取り組み～ 

から 

市議会議員には、議会ごとに「一般質問」という政策  

提言を行う機会が与えられています。 

 私は、市民の皆さまから寄せられた要望や、私自身が 

行なった調査・研究結果をもとに、３年間全ての議会で 

一般質問を実施してきました。 

 その成果の一部を、和光市地図を使ってご紹介します。 
 
 
には、多くの方にご参加いただき、 
ありがとうございました。 
 
これからも「わかりやすさ」をモットーに 
茶話会を続けてまいります。 

 
 

 

日々の暮らしで 

お困りのことや市政への 

提言はありませんか？ご意見・ 

ご相談お待ちしています！（連絡先は

次ページ）そしてもちろん、ご連絡を

待っているだけでなく、私からも  

お話を伺いにまいります！ 

私はあらゆる「世代」「地域」そ

して「市民と行政」をつなぐ懸け橋

になる！と３年前の選挙で 

お約束しました。 

 その信念を今後も 

貫きます！ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そしてこの３年間、私が最も力を注いだのは

「作ったならば使われてこその公共施設。そのた

めには計画前の段階で“行政の需要予測”を徹底

的に行わせること」です。その結果、前市長のも

とで立ち上がった外環道路上部の宿泊施設計画

などの中止に繋げました。私は、市役所の根っこ

の部分を変えるために全力を尽くしてきました。 

 
 

 

 



2月～３月の２ヶ月間、大学の春休みを利用して 

大学生２人が「学生インターン」として、私と 

行動を共にし、地方政治を学びました。 
 
若い世代が政治に関心を持ち、参加することは 

まちの活力を伸ばすことに繋がります！ 

 

来年の４月には統一地方選挙（市議選・県議選）

が行われます。 

埼玉には、昔から「若手が“次の若手”を育て

る」取り組みがありました。私はその伝統を引き

継ぎ、埼玉・東京の無所属・若手議員有志の仲間

と共に「若手政治家養成塾」を立ち上げ、その

運営事務局の代表を務めることになりました。 

（※詳しくは 若手政治家養成塾   で検索 ） 
 

政党の枠組みにとらわれない仲間と共に 

地方から日本を変えていきます！ 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

  

２０１０年・春 ～井上わたる の活動報告～ 

から 

発行元： 「井上わたると新しい和光をつくる会」 

 

携帯からはコチラ → 

http://inouewataru.blog.shinobi.jp   
 

    

◆井上 航 (わたる) の経歴◆ 
 
昭和５４年生まれ ３０歳  

平成１４年 立命館大学 法学部 環境生活法コース 卒業  

平成１４年 株式会社パソナ 入社 

平成１６年 株式会社ﾒﾃﾞｨｶﾙｹｱｰｽﾞ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ 設立・入社 

平成１７年 営業譲渡で株式会社シグマスタッフに。 
    （※いずれも、高齢者施設で働く介護職員や看護師、 

保育園で働く保育士の人材派遣を行う会社です。） 

平成１９年 和光市議会議員 初当選   

 

◆現在の活動◆ 

【所属会派】  「新しい風」 （無所属議員３人会派） 

【委員会】   総務常任委員会、 議会運営委員会 

※その他、朝霞地区４市が合同で、消防・し尿処理・ 

障がい者施設の管理をするための 

「朝霞地区一部事務組合」の議員を担当。 

http://inouewataru.blog.shinobi.jp/
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